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平成２５年５月１３日、雲仙岳の防災関係者と報道機関：２１団体６９人（うち、雲仙復興事務所職員３名）が、
平成新山（標高：1,483ｍ）の防災登山を行いました。雲仙普賢岳の山頂付近は警戒区域で立ち入り禁止です
が、防災関係者が年２回調査のための登山を行っており、今回は１６回目。山頂付近の溶岩ドームでは現在も
水蒸気が上がっているものの、噴気温度は低下傾向で火山活動は落ち着いていますが、溶岩ドームに対する
監視が必要です。
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～防災関係者限定！平成新山防災登山～
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○所感：山岳地帯の災害に備え、装備（服・靴・携帯GPS等）と経験が必要 
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山頂部に堆積する 
約１億ｍ３の溶岩ドーム 
（福岡ドーム：53杯分） 

溶岩ドームは風化が進
み、地震や大雨で崩れ
やすい状態なので、監
視が必要。（九州大学
地震火山観測研究セン
ター・松島准教授） 

噴気の温度を測定する九州大学 ガレ場をよじ登る事務所職員 
下流の安全と工事安全のために設置した 

溶岩ドーム監視機器（国交省） 

１４年で約１ｍ移動した 
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